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研究成果の概要（和文）：

本プロジェクトは、広く共有された歴史認識や社会認識が紛争後の移行期にあって変容して
いく様子を、英''２１領北アイルランドを事例に検討したものである。関心の中心は、個人の経験
物語の社会的な位置づけや象徴的意味にある。とくに人びとが自分の紛争経験を日常的に語り
あう行為に着|:Ｌ､こうした行為が従来の社会集団･民族集団の区分を一方では強化しながら、
それを超えるような新しい歴史解釈をﾉ[|ﾆみだしていく様子を、聞き取り，参与観察データから
明らかにした。また、個人の経験物語が紛争史をめぐる政治言説のなかで占める位置をメデ
ィア分析。言説分析から明らかにした。

研究成果の概要（英文）：
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ｌ研究開始当初の背景
研究代表者は本プロジェクト以前の研究

のなかで、1960年代末より長期の政治紛争を
経験した北アイルランドをフィールドとし、

この社会の集合的な歴史記憶を研究し、また

個人のライフ・ストーリーの聞き取りをおこ

なってきた。そのなかで、前者がいかに後者
の土台となっているのか、あるいは両者のあ

いだにどのような確執があるのかを検討課
題としてきた。その結果、一見空虚な統治の

神話であるかに見える民族主義的な歴史物
語が、個人個人の情動と複雑に融合している

様子をあきらかにすることができた。

しかしこの逆のプロセス、すなわち後者が
前者に与える影響については、－１－分に検討す
ることができなかった。紛争が一段落を迎え

た移行期の社会にあっては、社会における支

配的な歴史観もまた変容していくが、その再

構築過程において個人の証言や物語がいか
なる位置を占め、どのような意味を付与され

るのかを明らかにする必要が生じてきたの

である。この双方向からの分析を通じ、社会
で共有される歴史認識と、個人の人生物語と

の関係性が、よりダイナミックに描きうると
予想された。

また、個人の語る物語が社会的価値を反映
するしくみはあきらかになったが、「語りの

行為」の問題、言い換えれば人びとが日分の
経験を他人と語りあうおこないが、社会的相
互行為としてどのような意味をもち何を生
み出しているのか、という問題も考察が不十
分なままに残された。本研究は以上の課題を
引き継ぐものとなった。

いて語り合う行為が、どのように社会関係や
歴史認識の再構築に影響をおよぼしている

のかを明らかにすることにあった。１９８０年代
からの社会的記'臆研究のなかで頻繁に指摘
されてきたように、「共有の過去・経験」を
描き出すおこないは、社会集団、政治集団、
文化集団としての「われわれ」の像を（とき

には排他的に）作り出していくおこないであ

る。紛争後社会において同様の行為がなされ
るとき、これは対立していた集団やコミュニ

ティの枠組みを強化、あるいは解体・再編す
る政治的なおこないともなる。このおこない

が、小規模な集いのミクロなインタラクショ
ンのなかで行われる様子を分析することが

目指された。

また本研究は、北アイルランド以外の社会
における、紛争以外のものも広くふくむ苦難

の経験の語りとも比較検討をおこなうこと

を想定していたが、研究開始当初においては
その具体的な比較対象は確定していなかっ
た。その後の研究の過程において、フィール
ドワークを通じて培ったつながりや論点の

重なりなどから、南米チリの政治暴力の証言、

とくに裁総作品（キルト）という非言語的な

視覚的。触覚的媒体をもちいた証言との比較
が現実化していくこととなった。

３．研究の方法
前に述べた目的のために、本研究は大きく

わけて二つの研究方法をとった。まず、個人
の経験談が紛争にまつわるマクロな政治言

説のなかで占める位置づけについては、個人
の紛争証言を広く社会に向けて出版。公開し
ているいくつかのプロジェクトを調査し、ま
たテレビ・ラジオ番組などで個人の紛争経験

をとりあげている番組の内容分析をおこな
った。

また、自身の経験談をミクロな関係性のな

かで語り。聞くという行為が社会集団を再編
していくプロセスについては、地域コミュニ

ティのお茶会や、住人らが紛争経験を語りあ
う集い、セラピー目的の語りのワークショッ
プなどで参与観察をおこなった。またその関

係者や参加者に、聞き取り調査もおこなって
いる。聞き取り調査については調査後に部分
的ではあるが録音データの書き起こしをお
こない、身近な他者との日々の情報共有の影

響が語りの中にどのようにあらわれるか、と

いう詳細なレベルの分析が可能な形態にし
た。なお、この調査をおこなったのは、紛争

がとくに激しかった都市部ベルファストの

労､働者階級地区であり、古くからコミュニテ
ィの結びつきの強い場所である。
以上、二つのレベルから検討を進めるため

２．研究の目的

本研究が注目したのは、第一に、個人の紛

争経験としてパブリックな場で語られる物
語が、移行期社会の政治言説のダイナミクス
のなかでどのような位置を占めているのか、

という問題である。移行期にある社会におい
ては、政治体制や社会体制だけでなく、人々
の日常的な社会関係や行動指針をささえる
価値､体系も、また揺らぎ再編されていく。こ
のなかでは、「紛争がいったい何をめぐるも
のだったのか」「問題となる暴力とはどのよ
うな種類のものだったのか」などの事柄が、
さまざまな社会的主体の利害と結びつく論
争的トピックとして、直接的・象徴的に争わ
れる。この言表レベルでのせめぎあいのなか
で、個人の証言や経験談が、どのように政治
的ツールとして用いられるのかを検討して

いくことが目指された。

さらに本研究の第二の目的は、和平合意以
後、人々が、常生活のなかで過去の経験につ



不正行為や被害の経験談に対し、アイルラン
ド共和主義武装グループの濡動による被害
の経験談が対･糧されるなど、紛争中の政治対

立桃造がかなりの程度で継承されている様
子がうかがえる。さらに、そこでは過去の暴

力の意味と構造についての共有理解がいま

だに確立されていないのみならず､(2)に記し
たように、たがいがたがいを「社会に広く浸
透した支配的観念」ではあるが「真実雷iＥし
く伝えていないもの」と見なし、対する自分
側の事･例を「これまで認知されてこなかった

が重要な意味をもつ経験」として打ち出す、
という戦''1:をⅢいるのである。

このように「個人の経験談」があえて政治

言説のツールとして用いられる理Ｍ１は、Ｐ・リ
クールやＦ_カーモードら解釈学者たちが指

摘してきたように、個別の経験を語る物語が
メッセージ性を「隠して伝える」機能を有し
ていることに｢１１采すると思われる。

に、２０]１年度と２０１２年度の終わりに各１回
ずつ、北アイルランドに３週間～１ヶ月滞在

し、資料収集ならびに参与観察・聞き取り調
査を行った。

また、研究代表者は２０１０年度所属先であ
った大阪大学グローバルCOEプロジェクト
「コンフリクトの人文学国際教育研究:拠点」
の研究活動事業として、２０１０年１０月に「抵
抗を縫う－チリのキルトにおける触覚の物

語」と題する展覧会を開催した。このさい本
課題の研究活動として、チリ真実委員会にか
かわり、現在は北アイルランドでキュレータ

ー／研究活動をおこなう研究者を招聰しシ
ンポジウムも同時開催した（2010年１０月１６

日、大阪大学総合学術博物館)。これはチリ

独裁体制のさなかに作られた歴史証言媒体
としての裁縫鮴作品、ならびに和平合意後の南
北アイルランドで歴史を題材として作られ
た裁縫作品とを、比較検討することをねらい
としたものであった。分.折の焦点を北アイル

ランドの事例に絞っていることは、地域的な
固有文脈をおさえた適切な考察を導きやす
いという点で本課題の利点になっているが、
同時にその視野を制限する要因ともなって

いる。その意味で、このシンポジウムは本研
究に視覚の広がりを与えるものになったと
いえる。

さて、第二の｢I常的な語り行為の分析から

は、以下のことがあきらかになった。
(3)人びとは顔見知りの間柄での日常的な

おしゃべりとしての「過去語り」を通じ、
「社会の一般的な経験」を推し量り、自
分の経験物語を再構成していく。

(4)その「過去語り」の交換を通じて、ミク
ロなコミュニティの集合的経験が形成

されていく。

(5)一方で、経験を物語り意味づけるという

行為は、社会に生きる他者との共有経験
やつながりの、新たな発見にもつながっ
ていく。

北アイルランドの労働者階級居住区では、
長期の紛争継続によって紛争や暴力は日常
を構成する一部となってきた。そのなかで人

びとが日々おこなうおしゃべりの多くは、過
去の。最近の暴力的な経験についての語りを

多分に含んでいる。さらに民族的・宗教的に
ゲットー化したコミュニティにおいては、ま
ず地域的に特異な紛争経験や知識が共有さ
れており、かつ生活空間の身体感覚が共有さ
れ、また、隣人・友人・親戚などの社会的ネ
ットワークがかなりの程度共有されている。
そのなかで恒常的に経験談の共有がなされ

ることによって、「|:1分｢]身の経験」と「他

人の（知人の．友人の．家族の）経験」はた
がいがたがいを解釈するための素材となり、
そして融合しあい、境界をあいまいにしてい

く。ゆえにミクロな地域的コミュニティに生

きる複数の個人が、ひとつの経験を「自分た
ちのもの」と見なすような現象が生まれてき

た（雑誌論文①)。これは紛争中にも見られ
た現象と思われ、コミュニティ単位の強い帰

属意識や、「粉irlにおける暴力とはどのよう
なものだったのか」というようなマクロな認
識のズレを閂とk産してきたものと思われる。

４．研究成果

本研究ではい個人の証言が集積され、ある
いはたがいにすりあわされることを通じて、

社会のマクロな歴史認識。社会認識が改変・
再榊築されていくプロセスを検討した。まず、
第一の言説分析の研究手法によって明らか
になったのは、次のようなことである。

(1)政治的価値観が変容をむかえる中で、既

存のマクロなイデオロギー対立が「個人
の経験談」のせめぎあいの形態をとって
あらわれている。

(2)移行期にある社会においては、何が支配
的な／対抗的な語りであるのかという

事柄そのものが、争われ、交渉され、挑
戦される対囑象となっている。

争いや暴力の構造について既存の政治的
説明、意味づけ。主張を行うことが、「ポス
ト紛争期」であるはずの時代においては紋切
り型で時代遅れとの認識が、こんにちの北ア

イルランドでは広く共有されてきている（雑

誌論文②、学会発表①)。そのなかで、明白
に政治的と見える言述をあえて避け、かわり

に「具体的な個人の事例」が紹介。言及され
るなかで、「紛争の主要な加害者・犠牲者と
は誰であったのか｣、ならびに「紛争につい

て語る権利をもつのは誰なのか｣、といった

問題が争われている状況がある。そこでは、
国家権力の担い手であるイギリス軍による



だが、語りの行為は既存の民族区分を強化

するだけではない。物語はその構造的性質と

して隠１１命的機能をもつ。隠嶮的機能は、それ
まで思いも寄らなかった二つの事物のあい

だに類似性を作り出すi]I能性をもっている。
紛争の語りのなかでも、自分がへてきた経験
を紋切り型ではない形態で語り直そうとす
る試みのなかで、社会に生きる他者の経験と
のあいだに、新しい類似性が発見されるよう
な例が見られた。ｎ分の経験を新しい解釈と

意味づけのなかで語ろうとするとき、宗教的
（プロテスタント，カトリック)、民族的（イ
ギリス人・アイルランド人)、政治的（『$主
制支持・共和主義)、といった既存のカテゴ
リを超えるかたちで、新しい社会的なつなが
りが見いだされるのである（雑誌論文①、学
会発表③)。

ジウム開催という形態をとったことで、研究

者にかぎらず広く一般の来場者・参加者をえ
ることができた。その意味で、本研究の研究

成果を広く社会に公開することができ、意義
ある企画になったと言える。研究論文や学会

報告が、厳密な議論を提供し学説を刷新して
いく最良の道であることは言うまでもない
が、こうした形態では、アカデミズムの外に

生活する人びとに研究の意義を理解しても
らい、またその興味深さを享受してもらうこ
とが困難であるのも確かである。

今後も、研究論文や学会報告のような、学

界をターゲットとした成果発表をコンスタ
ントに行いつつも、今回の展覧会とシンポジ
ウムのような、,研究成果のオルタナティブな

社会公IilM方法に積棚的に取り組んでいきた
いと考える。

以上が本研究の主要な成果であるが、この

過程で、いくつかの重要な方法論的発見があ
り、それらを論文および学会報告の形で発表
した。一つには、綱査言語が質的研究におい

てデータ分析と収集可能なデータの範１１Mに
及ぼす影響の問題（雑誌論文①)、ならびに
暴力の経験にまつわる調査の困難と、調査者

の部外者性によって導かれうる発見の''１能
性についてである（図書①、学会報告②)。

５．主な発表論文等

（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は「線）

〔雑誌論文〕（計３件）

①TomokoSakaLStoryte1lingPractices
andtheFoTmationofCollocljvo

Exporience：Narrativesofthe

ConIliclinN()rthernlTelaMJe"r／
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未定，lorthcoming，掲載決定済．
酒ﾉﾄﾞ朋子、「揺れる日常､変容する記'臆：

また２０１０年１０月に行った、展覧会に連動
するシンポジウムは、政治暴力の証言活動に

ついての地域間比較の機会になるとともに、
言語的なものに限らない、多様な歴史証言の

形態の可能性を検討することをねらいとし

ており、重要な結果をおさめることができた。

まず研究への刺激という面は、他地域の事例
をよく知る研究者と対･話を深めることで本

研究の視野が大きく広がった。また、裁維･作
11,Aという証言媒体の可能性は大きい。政治

的。社会的な苦難の経験を伝えるものとして
は、従来、言語的な媒体に圧倒的な重きが置
かれていたが、この展覚会・シンポジウムで
取り上げたキルト・アートは、言語では表現

困難な感情や観念を包摂して,伝える可能性
をもっている。また、特段の高等訓練を枝ま
ない一般人が制作に携わっていること、ワー

クショップという共同のインタラクション
の場において制作されていくことなども重

要である。歴史の証言活動というものが、た
だ過去の事実を'伝えるものなのではなく、そ
のプロセスそのものが対話と関係性の′l皇成

の可能性に満ちていることが強調されねば
ならない。研究代表者はこれまでオーラル言

語の語りに重点をおいて研究を行ってきた

が、今後は、視覚的物語が歴史証言として有
しうる可能性についての検討を深めていき
たいとも考える。
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